
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期事業完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 1,631 

千代水第二土地区画整理事業（一般事業） 
 
【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277 
 
【９次総の施策体系】4201 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３２７（区００１）
 
【事業の概要】 
　当地区は中心市街地及び港湾、空港等に近接し、広域的な交通条件に恵まれていること 
から、流通業務拠点地区として位置づけられている。現状においては周辺の市街化の波を 
受けず地区の大部分が水田として利用されているが、当地区の立地条件を活かして本市に 
おける産業・業務機能及び流通機能により一層の強化と、既存集落の住環境の保全に配慮 
した計画的な公共施設の整備を行い、有効な土地利用の実現を図る。 
 
【事業の成果】 
　区画道路舗装ほか工事　　　１６,９９７千円
　変更事業計画書作成業務等　　３,５４９千円
　工事に伴う補償　　　　 　　　　１０７千円
　事務費等　　　　　　　　　　　 ７６８千円

　過年度決算額
　（２１）１０,６３８千円　（２２）４８,８０４千円　（２３）１,６３１千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　事業の早期完了を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

21,421 0 

計 21,421 その他 18,878 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 2,543 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 25,242 

0 

区　　分

千代水第二土地区画整理費

目

49 所　　属　　名

区画整理費

項

本年度決算額 21,421 0 

区画整理事業費

当初予算額 47,002 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 △ 21,760 

区００１ 項　　目　　名 一般事業工事費（千代水第二地区）

主要な施策 一般事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 19,912 

江津土地区画整理事業費（社会資本整備総合交付金） 
 
【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277 
 
【９次総の施策体系】4201 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３２８（区００３）

【事業の概要】 
　鳥取市の土地利用計画に適合した幹線道路・公園等の公共施設整備及び住宅地整備を　 
行い有効な土地利用の増進を図る。 
 
【事業の成果】 
　 江津１号線舗装工事　　３,８００千円
　工事に伴う補償　　　　２,０３５千円
　事務費等　　　　　　　　　 ３４千円

　過年度決算額
　（２１）３５,８３１千円　（２２）５５,２１７千円　（２３）１９,９１２千円
 
【今後の課題・方向性】 
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

0 0 

計 5,869 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,604 0 

地方債 2,900 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 365 諸収入 0 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 30,650 

0 

区　　分

江津土地区画整理費

目

49 所　　属　　名

区画整理費

項

本年度決算額 5,869 0 

区画整理事業費

当初予算額 30,650 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 0 

区００２ 項　　目　　名 交付金事業工事費

主要な施策 道路整備交付金事業費 ページ

-385-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 24,940 

江津土地区画整理事業費（一般事業） 
 
【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277 
 
【９次総の施策体系】4201 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３２８（区００４）
 
【事業の概要】 
　鳥取市の土地利用計画に適合した幹線道路・公園等の公共施設整備及び住宅地整備を　 
行い有効な土地利用の増進を図る。 
 
【事業の成果】 
　出来形確認測量ほか業務等　　４,０１４千円
　江津１号線舗装工事等　　　１１,２７８千円
　事業地内水道工事　　　　　　　 ８４８千円
　工事に伴う補償　　　　　　　３,０７６千円
　事務費等　　　　　　　　　　　 ２８１千円

　過年度決算額
　 （２１）１６２千円　（２２）１７,４６４千円　（２３）２４,９４０千円

【今後の課題・方向性】 
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

11,725 0 

計 19,497 その他 9,666 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 7,772 諸収入 2,059 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 23,687 

0 

区　　分

江津土地区画整理費

目

49 所　　属　　名

区画整理費

項

本年度決算額 19,497 0 

区画整理事業費

当初予算額 49,172 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 △ 25,485 

区００３ 項　　目　　名 一般事業工事費（江津地区）

主要な施策 一般事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 143,251 

長期借入金元金償還金

【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３３０（区００７）

【事業の概要】
　長期借入金元金償還金を、土地区画整理費特別会計で支出する。

【事業の成果】
　元金償還金　　１５７,６７１千円

　過年度実績
　（２１）１３９,６９３千円 （２２）１４１,４７５千円 （２３）１４３,２５１千円

【今後の課題・方向性】
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

0 0 

計 157,671 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 157,671 諸収入 0 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 157,721 

0 

区　　分

公債費

目

49 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 157,671 0 

元金

当初予算額 157,340 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 381 

区００４ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

-386-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 22,412 

長期借入金利子償還金 
 
【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277 
 
【９次総の施策体系】4201 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３３０（区００８）

【事業の概要】 
　長期借入金利子償還金を、土地区画整理費特別会計で支出する。 
 
【事業の成果】 
　利子償還金　　２０,７５９千円

　過年度実績
　（２１）２５,５７７千円 （２２）２３,６６２千円 （２３）２２,４１２千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1 0 

計 20,759 その他 1 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 20,758 諸収入 0 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 20,810 

0 

区　　分

公債費

目

49 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 20,759 0 

利子

当初予算額 21,854 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 △ 1,044 

区００５ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

早期事業完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。
前年度決算額 0 

千代水第二土地区画整理事業（一般会計へ繰出）

【問合せ先】区画整理係　0857-20-3277

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３２７（区００２）

【事業の概要】
　当地区は中心市街地及び港湾、空港等に近接し、広域的な交通条件に恵まれていること
から、流通業務拠点地区として位置づけられている。現状においては周辺の市街化の波を
受けず地区の大部分が水田として利用されているが、当地区の立地条件を活かして本市に
おける産業・業務機能及び流通機能により一層の強化と、既存集落の住環境の保全に配慮
した計画的な公共施設の整備を行い、有効な土地利用の実現を図る。

【事業の成果】
　一般会計繰出金
　繰出金　　１１３,９１４千円

【今後の課題・方向性】
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

113,914 0 

計 113,914 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 113,914 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

土地区画整理費特別会計

款

終予算額 113,914 

0 

区　　分

千代水第二土地区画整理費

目

49 所　　属　　名

区画整理費

項

本年度決算額 113,914 0 

区画整理事業費

当初予算額 73,499 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 40,415 

区００６ 項　　目　　名 一般会計へ繰出

主要な施策 一般会計へ繰出 ページ

-387-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

簡易水道事業の維持管理は安全・安心な水道水を市民に提供することを目指して実施していく。その中で既存の施設については委
託等を進め、維持管理費の低減化を図る。今後の施設整備に当っては維持管理のコスト、労力共に低減化できるよう適切な計画を
策定し事業を進めていく。前年度決算額 164,405 

計 193,242 その他 6,419 

一般財源 35,394 諸収入 536 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 157,848 0 

134,632 

区　　分 決算額 187 

終予算額 196,585 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 193,242 16,074 

簡易水道管理費

当初予算額 172,091 

補正予算額 24,494 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３１（簡００２）、６月補正予算・Ｐ３５（簡００２）、
　　１２月補正予算・Ｐ４６（簡００２）

【事業の概要】
　　施設の修繕や水質検査等、簡易水道施設の効率的な維持管理を行い、安心安全な水道
　水の供給に務めた。

【事業の成果】
　＜現在の管理施設＞
　　鳥取市本庁管内　　　１８施設　　　　国府町総合支所管内　１５施設
　　福部町総合支所管内　　３施設　　　　用瀬町総合支所管内　　８施設
　　佐治町総合支所管内　１２施設　　　　気高町総合支所管内　　６施設
　　鹿野町総合支所管内　　６施設　　　　青谷町総合支所管内　　６施設
　＜過去３年の実績＞
　　平成２２年度　１７４，６７３千円
　　平成２３年度　１６４，４０５千円
　　平成２４年度　１９３，２４２千円

【今後の課題・方向性】
　　施設の老朽化に伴う修繕箇所が増加しており、施設改修の必要がある。施設統合も視
　野に入れ、効率的な管理を目指す。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００１ 項　　目　　名 施設維持管理費

主要な施策 施設管理費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

水道管移設工事は、主に他事業からの要請に応じて実施しているものである。今後、簡易水道事業給水区域で発生する水道管等
の移設工事については、関係する事業主体と十分協議し、スムーズに実施していく。前年度決算額 11,502 

計 9,696 その他 0 

一般財源 127 諸収入 7,552 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 1,000 0 

その他 8,569 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 12,538 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 9,696 1,017 

簡易水道管理費

当初予算額 98,970 

補正予算額 △ 86,432 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　簡易水道係　0857-20-3246
【９次総の施策体系】4201
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３１（簡００１）、６月補正予算・Ｐ３５（簡００１）、
　　１２月補正予算・Ｐ４６（簡００１）
【事業の概要】
　他の公共事業等によリ支障となる水道管の移設工事を実施した。
　・上砂見簡易水道送配水管移設工事（河川砂防工事関連）
　・明治簡易水道送水管ほか移設工事（県道改良工事関連）
　・福部町海士地内配水管移設工事（国道改良工事）
　・鹿野町岡木地内消火栓移設工事（鳥取青谷道路建設工事関連）
　・百谷地内配水管移設工事（県道改良工事関連）
　・内海中地内配水管ほか移設工事（河川砂防工事関連）
　・気高町勝見地内消火栓移設修繕（河川砂防工事関連）
【事業の成果】
　・上砂見簡易水道送配水管移設工事　　決算額　３，２４３千円
　・明治簡易水道送水管ほか移設工事　　決算額　１，５０８千円
　・福部町海士地内配水管移設工事　　　決算額　１，２１７千円
　・鹿野町岡木地内消火栓移設工事　　　決算額　１，０９８千円
　・百谷地内配水管移設工事　　　　　　決算額　１，３３８千円
　・内海中地内配水管ほか移設工事　　　決算額　　　７９８千円
　・気高町勝見地内消火栓移設修繕　　　決算額　　　４９４千円
【今後の課題・方向性】
　　今後も他の公共事業等で発生する水道管等の移設工事については、移転補償費等に
　よリ工事実施し、機能確保を図る。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００２ 項　　目　　名 水道管移設工事費

主要な施策 施設管理費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-388-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

計量法改正に伴い水道メーターの規格が平成２３年度より変更となっている。現在設置されている旧水道メーターについては有効
期限の状況を把握し、順次新基準の水道メーターへ切り替えていく。前年度決算額 2,322 

計 3,933 その他 0 

一般財源 0 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 3,933 0 

3,933 

区　　分 決算額 0 

終予算額 4,558 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,933 0 

簡易水道管理費

当初予算額 5,940 

補正予算額 △ 1,382 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３２（簡００３）、１２月補正予算・Ｐ４７（簡００３）

【事業の概要】
　　計量法によリ水道メーターは特定計量器に定められ、計量法施行令で検定認証印等の
　有効期限が８年と定められている。このため有効期限が満了する水道メーターの交換を
　行った。

【事業の成果】
　＜過去３年の実績＞
　　平成２２年度　６８０件
　　平成２３年度　６２２件
　　平成２４年度　９５７件

【今後の課題・方向性】
　　計量法改正に伴い水道メーターの規格が平成２３年度より変更となったため、現在設
　置されている旧水道メーターについては有効期限が満了するタイミングで順次新基準の
　水道メーターへ切り替えていく。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００３ 項　　目　　名 量水器取替費

主要な施策 施設管理費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

上水道統合の変更認可を平成27年度当初までに完了するため、気高地区以外の地域についても資産台帳等の詳細資料を早急に整備
しておく必要がある。前年度決算額 0 

計 6,456 その他 0 

一般財源 3,228 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 3,228 0 

3,228 

区　　分 決算額 0 

終予算額 6,700 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 6,456 0 

簡易水道管理費

当初予算額 16,970 

補正予算額 △ 10,270 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３２（簡００４）、１２月補正予算・Ｐ４７（簡００４）

【事業の概要】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、その準備として簡易水道事業の
　施設、資産等の調査を行った。

【事業の成果】
　平成２４年度決算額　　６，４５６千円（気高地区簡易水道資産調査業務）

【今後の課題・方向性】
　　上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道事業統合計画書に沿った移行業務を計画的
　に行う。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００４ 項　　目　　名 簡易水道事業統合推進費

主要な施策 施設管理費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-389-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

鳥取南地域ほか簡易水道整備基本設計業務については平成２５年度繰越事業として事業完了を目指す。
前年度決算額 16,642 

計 5,425 その他 0 

一般財源 5,425 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 9,330 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 5,425 0 

簡易水道建設費

当初予算額 12,000 

補正予算額 △ 2,670 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３３（簡００５）

【事業の概要】
　・鳥取南地域（用瀬・佐治）および国府地域について施設の統合、改修整備のための
　　基本設計業務を実施した。
　・上水道給水区域へ直接接続する簡易水道等施設について国庫補助事業の対象となる
　　よう連絡接続に係る変更認可申請をするための設計を行った。

【事業の成果】
　・鳥取南地域ほか簡易水道整備基本設計業務　　決算額　１，５４０千円
　・鳥取地域簡易水道等事業変更認可設計業務　　決算額　３，８８５千円

【今後の課題・方向性】
　　鳥取南地域ほか簡易水道整備基本設計業務については平成２５年度繰越事業として
　事業完了を目指す。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００５ 項　　目　　名 簡易水道施設改修整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画的に施設整備を進める。
平成２６年度に整備事業完了予定。前年度決算額 0 

計 27,108 その他 0 

一般財源 1,137 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8,335 0 

地方債 17,300 0 

その他 336 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 110,224 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 27,108 336 

簡易水道建設費

当初予算額 140,307 

補正予算額 △ 30,083 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３３（簡００６）

【事業の概要】
　　上野地域は鳥取、福部、国府の境界に位置し、水道未普及地域であることや、水利に
　恵まれない等の理由から簡易水道整備について強い要望があり、鳥取市第８次総合計画
　において整備が計画されているものである。
　　平成２２年度までに水源調査、認可申請、詳細設計を行い、平成２３年度より厚生労
　働省国庫補助事業で、隣接する蔵見簡易水道の給水区域の拡張整備を行う。

　＜事業期間＞　平成２２年度～平成２６年度

【事業の成果】
　＜平成２４年度＞
　・配水管布設工事（国庫補助事業　補助率１/３）
　・用地補償（起債事業）
　・水道局への事務委任（国庫補助事業　補助率１/３、単独事業）

【今後の課題・方向性】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画
　的に施設整備を進める。平成２６年度に整備事業完了予定。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００６ 項　　目　　名 蔵見上野簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-390-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画的に施設整備を進める。
平成２６年度に整備事業完了予定。前年度決算額 614 

計 50,790 その他 0 

一般財源 37 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,953 0 

地方債 13,800 0 

その他 30,000 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 52,362 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 50,790 30,000 

簡易水道建設費

当初予算額 64,193 

補正予算額 △ 11,831 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３４（簡００７）

【事業の概要】
　　国府地区は２系統の水源で給水している。まず山崎水源系統は平成１５年に認可後、
　水源、浄水場、配水池、配水管等を整備してきた。一方、玉鉾水源系統の配水池は設置
　後５０年が経過し老朽化しており、管理道のない山頂に築造（古墳等のため管理道が造
　れない）されているため、維持管理の問題を残している。
　　このため配水池を別の用地に新設し、併せて送水ポンプ・送水管・連絡配水管を整備
　し、飲用水の安定供給と維持管理費の低減を図る。

　＜事業期間＞　平成２２年度～平成２６年度

【事業の成果】
　＜平成２４年度＞
　・送水管布設工事（国庫補助事業　補助率１/４）
　・配水管布設工事（起債事業）
　・水道局への事務委任（国庫補助事業　補助率１/４、起債事業、単独事業）

【今後の課題・方向性】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画
　的に施設整備を進める。平成２６年度に整備事業完了予定。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００７ 項　　目　　名 宇倍野簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画的に施設整備を進める。平成２５年度（平
成２４年度繰越事業）に整備事業完了予定。前年度決算額 29,220 

計 26,515 その他 0 

一般財源 2 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,314 0 

地方債 12,000 0 

その他 5,199 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 68,052 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 26,515 5,199 

簡易水道建設費

当初予算額 73,038 

補正予算額 △ 4,986 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３４（簡００８）

【事業の概要】
　　荒舟簡易水道は昭和39年に給水人口150人で創設されたが、施設の老朽化により、住
　民から早期の改善を求める要望が強くなっている。当地区への安定した水の供給を実現
　すると共に、道路拡幅工事により取り壊しとなった減圧水槽の再構築による適正な水圧
　の確保、配水池の更新に伴う水量不足の解消、維持管理費の削減を図り、水道経営の合
　理化と健全化を目指す。

　＜事業期間＞　平成２１年度～平成２５年度

【事業の成果】
　＜平成２４年度＞
　・配水管布設工事（国庫補助事業　補助率４/１０）
　・給水管布設工事（起債事業）
　・消火栓設置工事（単独事業）

【今後の課題・方向性】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画
　的に施設整備を進める。平成２５年度（平成２４年度繰越事業）に整備事業完了予定。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００８ 項　　目　　名 荒舟簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-391-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画的に施設整備を進める。
平成２６年度に整備事業完了予定。前年度決算額 14,800 

計 17,670 その他 0 

一般財源 80 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 5,590 0 

地方債 12,000 0 

その他 0 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 51,374 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 17,670 0 

簡易水道建設費

当初予算額 69,190 

補正予算額 △ 17,816 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３５（簡００９）

【事業の概要】
　　江波地区の水道施設は、昭和46年の創設以来40年が経過し老朽化が進んでいるため、
　損傷が激しい施設から随時施設の更新を進めている。現在取水口、ろ過池の整備が完了
　しており、今年度から３年間かけて容量の不足している老朽化した配水池を維持管理の
　行いやすい位置に移設する。また、漏水の多い集落内配水管の更新も同様に行う。
　
　＜事業期間＞　平成２３年度～平成２６年度

【事業の成果】
　＜平成２４年度＞
　・配水池整備工事（国庫補助事業　補助率１/３、起債事業）
　・配水池用地購入（国庫補助事業　補助率１/３、起債事業）
　・配水池用地補償（国庫補助事業　補助率１/３）

【今後の課題・方向性】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画
　的に施設整備を進める。平成２６年度に整備事業完了予定。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡００９ 項　　目　　名 江波簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画的に施設整備を進める。
平成２９年度に整備事業完了予定。前年度決算額 8,580 

計 116,182 その他 0 

一般財源 318 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 114,500 0 

その他 1,364 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 120,200 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 116,182 1,364 

簡易水道建設費

当初予算額 129,351 

補正予算額 △ 9,151 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３５（簡０１０）

【事業の概要】
　　福部地域の『湯山簡易水道』『福部中央簡易水道』内の複数の水源水質が悪化してお
　り、これら２簡易水道を上水道の丸山系統に編入するため、年次的に整備を行う。福部
　地域には大規模観光地があり、水質悪化が鳥取市に与える影響が甚大であるため、施工
　は応急給水を可能にする管路を優先する。

　＜事業期間＞　平成２３年度～平成２９年度

【事業の成果】
　＜平成２４年度＞
　・送水管布設工事（起債事業）
　・配水管布設工事（起債事業）
　・消火栓設置工事（単独事業）
　・水道局への事務委任（起債事業、単独事業）

【今後の課題・方向性】
　　平成２８年度末の上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道施設整備計画により計画
　的に施設整備を進める。平成２９年度に整備事業完了予定。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡０１０ 項　　目　　名 福部地域簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-392-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

既設配水池、既設緩速ろ過施設の撤去工事については地権者との協議がまとまった後、次年度以降に実施する。
前年度決算額 25,855 

計 3,738 その他 0 

一般財源 3,738 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 3,738 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,738 0 

簡易水道建設費

当初予算額 13,871 

補正予算額 △ 10,133 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３６（簡０１１）

【事業の概要】
　　屋住地区では老朽化した配水池や配水管の更新を厚生労働省の国庫補助事業で行なっ
　ている（Ｈ２１～Ｈ２３）。配水池・緩速ろ過施設については維持管理が容易となるよ
　う場所を移転整備しており、平成２４年度は不要となった既設配水池、既設緩速ろ過施
　設、既設集水池、既設粗ろ過池の撤去工事を行う。

【事業の成果】
　・既設集水池取壊工事（単独事業）
　・既設粗ろ過池取壊工事（単独事業）

【今後の課題・方向性】
　　既設配水池、既設緩速ろ過施設の撤去工事については地権者との協議がまとまった
　後、次年度以降に実施する。

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡０１１ 項　　目　　名 屋住簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成２４年度で事業完了
前年度決算額 0 

計 6,937 その他 0 

一般財源 3,037 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 3,900 0 

その他 0 0 

0 

区　　分 決算額 0 

終予算額 6,940 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 6,937 0 

簡易水道建設費

当初予算額 0 

補正予算額 6,940 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ３６（簡００３）

【事業の概要】
　　岡益簡易水道の水源（深井戸）は平成２３年１月頃から鉄成分の上昇により、使用不
　能状態にある。現在は隣接する国府簡易水道から仮設バイパス管による応急給水を行っ
　ている状況である。平成２４年１月に井戸洗浄等により復旧を図ったが、鉄成分の自然
　抑制は不可能であると判断した。
　　今後、岡益水源を使用する場合、浄水施設（除鉄装置）の整備が必要となるため、恒
　久対策として、施設能力に余裕のある国府簡易水道からの直圧給水に変更する。

【事業の成果】
　・変更認可申請書作成業務（単独事業）
　・配水管布設工事（起債事業）

【今後の課題・方向性】
　平成２４年度で事業完了

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

簡０１２ 項　　目　　名 岡益簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-393-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

過去の簡易水道施設の建設、改修に伴う起債借入金元金の償還であり、今後も計画に従い償還していく。
前年度決算額 237,083 

計 249,574 その他 0 

一般財源 161,099 諸収入 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 88,475 0 

88,475 

区　　分 決算額 0 

終予算額 249,575 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 249,574 0 

元金

当初予算額 249,575 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３６（簡０１２）

【事業の概要】
　簡易水道施設の建設、改修に伴う起債借入金元金の償還を行った。

【事業の成果】
　＜過去３年の実績＞
　　平成２２年度　２１５，８８２千円
　　平成２３年度　２３７，０８３千円
　　平成２４年度　２４９，５７４千円

【今後の課題・方向性】
　簡易水道施設整備計画によリ計画的に事業実施する。

簡易水道事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

簡０１３ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

過去の簡易水道施設の建設、改修に伴う起債借入金利子の償還であり、今後も計画に従い償還していく。
前年度決算額 118,313 

計 114,131 その他 0 

一般財源 72,744 諸収入 1,156 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 41,387 0 

40,231 

区　　分 決算額 0 

終予算額 114,149 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 114,131 0 

利子

当初予算額 116,300 

補正予算額 △ 2,151 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３７（簡０１３）

【事業の概要】
　簡易水道施設の建設、改修に伴う起債借入金利子の償還を行った。

【事業の成果】
　＜過去３年の実績＞
　　平成２２年度　１２２，８０８千円
　　平成２３年度　１１８，３１３千円
　　平成２４年度　１１４，１３１千円

【今後の課題・方向性】
　簡易水道施設整備計画によリ計画的に事業実施する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

簡易水道事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

簡０１４ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 51 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

-394-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

鳥取市の生鮮食料品の流通拠点である市場において、取引の適正化及び流通の円滑化を図るため、今後も指定管理者による管理
運営を行う。前年度決算額 27,845 

【問合せ先】商業振興係  0857-20-3222 
 
【９次総の施策体系】5103 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３８（公００１）
 
【事業の概要】 
　公設地方卸売市場の業務を指定管理である協同組合鳥取総合食品卸売市場に対し、管理 
運営業務を委託する。 
 
【事業の成果】 
　公設地方卸売市場の業務を指定管理者に委託することにより民間活力の活用による効果 
的かつ効率的な施設運営を行った。 
 　平成２２年度　２７，２４９千円
　平成２３年度　２７，８４５千円
　平成２４年度　２７，８６６千円

【今後の課題・方向性】 
　鳥取市の生鮮食料品の流通拠点である市場において、取引の適正化及び流通の円滑化を 
図るため、今後も指定管理者による管理運営を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

27,866 0 

計 27,866 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

公設地方卸売市場事業費特別会計

款

終予算額 27,866 

27,866 

区　　分

市場管理費

目

53 所　　属　　名

市場費

項

本年度決算額 27,866 0 

市場管理費

当初予算額 27,866 

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

公００１ 項　　目　　名 業務委託費

主要な施策 管理運営費等 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

公設市場の場所も知らない市民も存在する中、市場の役割を市民に紹介し、開かれた市場を目指すために、本事業は継続すべき
である。前年度決算額 500 

【問合せ先】商業振興係　0857-20-3222 
 
【９次総の施策体系】5103 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３８（公００２）
 
【事業の概要】 
　指定管理者協同組合鳥取総合食品卸売市場が行う活性化イベントに対して補助する。 
 
【事業の成果】 
　市場に市民を呼び込むイベントを行うことにより、市場の役割等をＰＲし、市場の活性 
化を図った。 
　平成２２年度　５００千円
　平成２３年度　５００千円
　平成２４年度　５００千円
 
【今後の課題・方向性】 
　公設市場の役割を市民に紹介し、開かれた市場を目指すため今後も実施する。　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

500 0 

計 500 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

公設地方卸売市場事業費特別会計

款

終予算額 500 

500 

区　　分

市場管理費

目

53 所　　属　　名

市場費

項

本年度決算額 500 0 

市場管理費

当初予算額 500 

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

公００２ 項　　目　　名 市場活性化事業費

主要な施策 管理運営費等 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

指定管理者の創意と工夫に基づいた管理運営における質的向上と効率化を図る。
前年度決算額 19,493 

【問合せ先】管理係　0857-20-3252 
 
【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３４０（駐００１）
 
【事業の概要】 
　指定管理者により、民間事業者等の創意と工夫に基づいた管理運営における質的向上　 
と効率化を図る。 
 
【事業の成果】
　市営幸町駐車場管理運営費
　指定管理料　　８,６９０千円
　事務費等　　　　　 ２２千円
　公課費　　　　　 ７９２千円
　繰出金　　　　９,１８１千円

　過年度決算額
　（２１）２３,２６３千円 （２２）２０,１０９千円 （２３）１９,４９３千円
 
【今後の課題・方向性】 
　指定管理者と連携し、施設利用者の利便性の向上に繋がる維持管理を行う。　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

18,685 0 

計 18,685 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 508 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

駐車場事業費特別会計

款

終予算額 19,036 

18,177 

区　　分

駐車場管理費

目

55 所　　属　　名

駐車場費

項

本年度決算額 18,685 0 

駐車場管理費

当初予算額 19,036 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 0 

駐００１ 項　　目　　名 駐車場管理費

主要な施策 駐車場管理費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

今後も施設の円滑な管理のため基金を積み立てる。
前年度決算額 6,828 

【問合せ先】管理係　0857-20-3252 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３４０（駐００２）

【事業の概要】 
　鳥取市駐車場事業基金条例に基づき基金を積み立てることにより、駐車場事業の円滑な 
推進を図る。 
 
【事業の成果】 
 　基金積立金　　７,６２６千円

　過年度決算額
　（２１）１０,４０９千円 （２２）７,９７９千円 （２３）６,８２８千円

【今後の課題・方向性】 
　適切な維持管理運営を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

7,626 0 

計 7,626 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 51 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

駐車場事業費特別会計

款

終予算額 7,818 

7,575 

区　　分

駐車場管理費

目

55 所　　属　　名

駐車場費

項

本年度決算額 7,626 0 

駐車場管理費

当初予算額 7,838 

都市整備部 
都市環境課年度

補正予算額 △ 20 

駐００２ 項　　目　　名 駐車場事業基金積立金

主要な施策 駐車場事業基金積立金 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険においては、医療費の適正化が重要課題となっ
てくる。被保険者の健康の保持・増進を図るため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。前年度決算額 9,982,048 

【問合せ先】給付係　0857-20-3482 
 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４１(国００１)
 
【事業の概要】
　　＜療養給付費＞
　　　　疾病や負傷の治療を目的とした一連の医療サービス（医師の診察、薬剤などに
　　　係る費用）のうち一部負担金を除いた経費を給付するもの。
　　＜療養費＞
　　　　療養の給付もしくは保険外併用療養費の支給の果たせなかった役割を補充する
　　　ものとして一定の支給要件を備えた場合に限り認められ現金給付されるもの。

【事業の成果】
　　　　　　　　＜療養給付費＞　　　  ＜療養費＞
　　22年度　　　9,710,222,071円　　　37,600,219円
　　23年度　　　9,932,130,386円　　　49,917,846円
　　24年度　　 10,042,976,350円　　　46,564,562円

【今後の課題・方向性】
　　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険に
　おいては、医療費の適正化が重要課題となってくる。被保険者の健康の保持・増進を
　図るため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他
5,490,304 0 

計 10,089,541 その他 5,477,598 

決算額 1,944 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,663,600 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 935,637 諸収入 10,762 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 10,360,072 

0 

区　　分

療養諸費

目

59 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 10,089,541 0 

一般被保険者療養給付費、一般被保険者療養費

当初予算額 10,238,870 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 121,202 

H24 事業の概要

国００１ 項　　目　　名 一般被保険者療養給付費、一般被保険者療養費

主要な施策 一般被保険者療養給付費、一般被保険者療養費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険においては、医療費の適正化が重要課題となっ
てくる。被保険者の健康の保持・増進を図るため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。前年度決算額 805,830 

【問合せ先】給付係　0857-20-3482 
 
【９次総の施策体系】3202 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４１(国００２)

【事業の概要】
　　＜療養給付費＞
　　　　疾病や負傷の治療を目的とした一連の医療サービス（医師の診察、薬剤などに
　　　係る費用）のうち一部負担金を除いた経費を給付するもの。
　　＜療養費＞
　　　　療養の給付もしくは保険外併用療養費の支給の果たせなかった役割を補充する
　　　ものとして一定の支給要件を備えた場合に限り認められ現金給付されるもの。

【事業の成果】
　　　　　　 　＜療養給付費＞　  　＜療養費＞
　　22年度　　　699,734,572円　　　3,289,117円
　　23年度　　　801,598,294円　　　4,231,563円
　　24年度　　　869,791,598円　　　4,408,727円

【今後の課題・方向性】
　　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険に
　おいては、医療費の適正化が重要課題となってくる。被保険者の健康の保持・増進を
　図るため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他
874,201 0 

計 874,201 その他 872,512 

決算額 1,306 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 383 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 1,007,627 

0 

区　　分

療養諸費

目

59 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 874,201 0 

退職被保険者等療養給付費、退職被保険者等療養

当初予算額 782,590 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 225,037 

H24 事業の概要

国００２ 項　　目　　名 退職被保険者等療養給付費、退職被保険者等療養費

主要な施策 退職被保険者等療養給付費、退職被保険者等療養費 ページ

-397-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

高額な医療費となる治療が増加しており、その抑制のためには重症化する前の予防策が重要課題となってくる。特定検診・特定保
健指導等による医療費適正化の取り組みと並行して被保険者の健康の保持・増進を図るため引き続き制度の円滑な運営に努めてい
く。前年度決算額 1,282,203 

【問合せ先】給付係　0857-20-3482 
 
【９次総の施策体系】3202 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４２(国００３)

【事業の概要】
　　多額の医療費がかかる治療を受けた場合においても、一定の負担で安心して医療を受
　けられるように、一部負担金として負担する額の限度額を定め、それ以上の経費につい
　て負担するもの

【事業の成果】
　　22年度　　1,206,607,018円
　　23年度　　1,282,202,651円
　　24年度　　1,354,561,116円

【今後の課題・方向性】
　　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険にお
　いては、医療費の適正化が重要課題となってくる。被保険者の健康の保持・増進を図る
　ため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他

　

1,054,625 0 

計 1,354,592 その他 1,054,625 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 299,967 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 1,468,731 

0 

区　　分

高額療養費

目

59 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 1,354,592 0 

一般被保険者高額療養費

当初予算額 1,266,689 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 202,042 

H24 事業の概要

国００３ 項　　目　　名 一般被保険者高額療養費

主要な施策 一般被保険者高額療養費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険においては、医療費の適正化が重要課題となっ
てくる。被保険者の健康の保持・増進を図るため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。前年度決算額 109,391 

【問合せ先】給付係　0857-20-3482 
 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４２(国００４)

 【事業の概要】
　　多額の医療費がかかる治療を受けた場合においても、一定の負担で安心して医療を受
　けられるように、一部負担金として負担する額の限度額を定め、それ以上の経費につい
　て負担するもの
　　※退職被保険者等
　　 退職者医療制度の対象者（60歳以上65歳未満）で、厚生年金もしくは各種共済組合
　　の老齢年金等の受給者と被扶養者

【事業の成果】
　　22年度　　 84,758,471円
　　23年度　　109,390,916円
　　24年度　　133,121,509円

【今後の課題・方向性】
　　高齢化等による医療費の増が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険にお
　いては、医療費の適正化が重要課題となってくる。被保険者の健康の保持・増進を図る
　ため引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他
 

132,785 0 

計 132,785 その他 132,785 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 177,175 

0 

区　　分

高額療養費

目

59 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 132,785 0 

退職被保険者等高額療養費

当初予算額 99,754 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 77,421 

H24 事業の概要

国００４ 項　　目　　名 退職被保険者等高額療養費

主要な施策 退職被保険者等高額療養費 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

国が示す基金保有額の目安は３年平均の保険給付費の５％とされており、本市では６.１億円以上が適正である。医療費の高騰等に
よる不測の事態に備えるためにも、基金の積立てに取り組んでいく。前年度決算額 0 

【問合せ先】庶務係　0857-20-3481 
 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・なし、１２月補正予算・Ｐ４８（国００１）
 
【事業の概要】 
　国民健康保険運営準備基金への積立 
 
【事業の成果】 
　医療費の高騰等による不測の事態に備え、国民健康保険運営準備基金に積み立てを行っ
た。
　
            （積立実績）
　　　　　　　　　　　　　 　積立額　   　　取崩額　　   年度末残高
　　　　　　　平成21年度　　2,026,183円　446,166,147円　　　　　　0円
　　　　　　　平成22年度　　　103,000円　　　103,000円　　 　 　　0円
              平成23年度　　　　　　0円　　　　　　0円　　 　     0円
              平成24年度　559,258,000円 　　　　 　0円　559,258,000円

【今後の課題・方向性】 
　国が示す基金保有額の目安は 低でも保険給付費の３年平均の５％が必要とされてお
り、安定的な国保 の財政運営に必要な基金を保有する。

※その他財源のその他は、前年度繰越金他559,258 0 

計 559,258 その他 559,258 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 559,258 

0 

区　　分

積立金

目

60 所　　属　　名

積立金

項

本年度決算額 559,258 0 

積立金

当初予算額 1 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 559,257 

H24 事業の概要

国００５ 項　　目　　名 国民健康保険運営基金積立金

主要な施策 国民健康保険運営基金積立金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

後期高齢者医療制度の維持のため、医療保険者に課せられる負担金を拠出する。
前年度決算額 2,177,564 

【問合せ先】庶務係　0857-20-3481 
 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４３(国００６)
 
【事業の概要】 
　平成20年度に創設された後期高齢者医療制度における後期高齢者の医療給付については 
、約50％を公費負担するとともに、残り10％は後期高齢者自らの保険料、約40％は現役世 
代(被用者保険及び国保)からの｢後期高齢者支援金」で賄うこととされている。 
　市町村国保保険者として後期高齢者医療制度の医療費を賄うための支援金を拠出金する 
もの。 
 
【事業の成果】 
　保険者としての支援金を拠出して増大する後期高齢者の医療費負担の平準化に資した。 
　　平成22年度　2,025,949,533円 
　　平成23年度　2,177,564,553円 
　　平成24年度　2,347,285,422円 
 
【今後の課題・方向性】 
　後期高齢者医療制度の維持のため、医療保険者に課せられる負担金を拠出する。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他

1,100,098 0 

計 2,347,286 その他 1,100,098 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,081,982 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 165,206 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 2,347,286 

0 

区　　分

後期高齢者支援金等

目

60 所　　属　　名

後期高齢者支援金等

項

本年度決算額 2,347,286 0 

後期高齢者支援金

当初予算額 2,346,094 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 1,192 

H24 事業の概要

国００６ 項　　目　　名 後期高齢者支援金

主要な施策 後期高齢者支援金 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

介護保険事業の円滑な運営のため、今後も継続していく。
前年度決算額 989,580 

【問合せ先】庶務係　0857-20-3481

【９次総の施策体系】№3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　　なし

【事業の概要】
　　介護保険の給付費等をまかなうための納付金。第2号被保険者の介護納付金分を国民
　健康保険の医療保険料と一括して賦課・徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ納付する
　もの。
　　当該年度概算額（第2号被保険者1人当たり負担見込額×第2号被保険者見込数）＋前
　々年度精算額

【事業の成果】
　　22年度　　　909,236,844円
　　23年度　　  989,580,390円
　　24年度　　1,051,111,225円

【今後の課題・方向性】
　　介護保険事業の円滑な運営のため、今後も継続していく。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他

452,667 0 

計 1,051,111 その他 452,667 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 532,780 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 65,664 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 1,051,112 

0 

区　　分

介護納付金

目

60 所　　属　　名

介護納付金

項

本年度決算額 1,051,111 0 

介護納付金

当初予算額 1,052,338 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 1,226 

H24 事業の概要

国００７ 項　　目　　名 介護納付金

主要な施策 介護納付金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

国保保険者間で負担金を拠出し合い、共同事業として高額な医療費の発生による影響の緩和を図る。
前年度決算額 390,568 

【問合せ先】庶務係　0857-20-3481 

 【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ３４４(国００７)
 
【事業の概要】 
　医療技術の高度化や医療供給体制の充実に伴い、高額な医療費の発生件数は年々増加し 
ており、小規模保険者を中心に各医療保険者の財政運営の不安定要因となっている。この 
ような高額医療費の発生による影響を緩和するため、鳥取県国民健康保険団体連合会が実 
施している高額医療費共同事業に対して拠出するもの。 
　実際に発生した医療費に応じて、各市町村に交付金が交付される（８０万円を超える医 
療費が対象）。 
 
【事業の成果】 
　鳥取県国民健康保険団体連合会が行う共同事業に拠出し、県内の市町村国保間の保険料 
の平準化、財政の安定化に資した。 
　拠出額　 
　　平成22年度　389,638,875円 
　　平成23年度　390,568,019円 
　　平成24年度　403,509,199円 
 
【今後の課題・方向性】 
　８０万円を超える高額医療費の発生による影響を緩和するため、今後も高額医療費共同 
事業を推進する。 
 
※その他財源のその他は、国民健康保険料他

193,078 0 

計 403,509 その他 193,078 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 210,431 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 429,737 

0 

区　　分

共同事業拠出金

目

60 所　　属　　名

共同事業拠出金

項

本年度決算額 403,509 0 

高額医療費共同事業拠出金

当初予算額 605,888 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 176,151 

H24 事業の概要

国００８ 項　　目　　名 高額医療費共同事業拠出金

主要な施策 高額医療費共同事業拠出金 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

不測の高額な医療費が生じた場合の激変緩和のため、国民健康保険団体連合会が主体となり県内市町村が共同で行う再保険的な事
業に対して拠出金を負担する。平成２７年度から共同化事業の対象が全レセプト（現在は１件３０万円以上）となることが決まっ
ている。前年度決算額 1,932,736 

【問合せ先】庶務係　0857-20-3481 
 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４４(国００８)
 
【事業の概要】 
　医療技術の高度化や医療供給体制の充実に伴い、高額な医療費の発生件数は年々増加し 
ており、小規模保険者を中心に各医療保険者の財政運営の不安定要因となっている。この 
ような高額医療費の発生による影響を緩和するため平成18年10月よりレセプト1件30万円 
を超える医療費（80万円まで）に係る給付費を対象とした保険財政共同安定化事業が創設 
され、その事業に係る拠出金を負担するもの。 
 
【事業の成果】 
　各市町村が拠出金を負担し合い、国保連合会が主体となって共同事業を行うことにより 
、県内の国保会計の安定化が図られた。 
　　平成22年度　2,047,102,657円 
　　平成23年度　1,932,736,091円 
　　平成24年度　1,986,104,068円 
 
【今後の課題・方向性】 
　不測の高額な医療費が生じた場合の激変緩和のため、国民健康保険団体連合会が主体と 
なり県内市町村が共同で行う再保険的な事業に対して拠出金を負担する。

※その他財源のその他は、保険財政共同安定化事業交付金1,986,104 0 

計 1,986,104 その他 1,986,104 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 1,995,461 

0 

区　　分

共同事業拠出金

目

60 所　　属　　名

共同事業拠出金

項

本年度決算額 1,986,104 0 

保険財政共同安定化事業拠出金

当初予算額 2,196,250 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 200,789 

H24 事業の概要

国００９ 項　　目　　名 保険財政共同安定化事業拠出金

主要な施策 保険財政共同安定化事業拠出金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

第２期鳥取市国民健康保険特定健康診査等実施計画（平成25～29年度）に掲げる特定健診受診率及び特定保健指導利用率の目標値
達成に努め、市民の健康増進に取り組む。前年度決算額 31,043 

【問合せ先】保健医療福祉連携課 総合健診係　0857-20-0320

【９次総の施策体系】№3102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４５(国００８)

【事業の概要】
　　特定健診・特定保健指導を本市の国民健康保険被保険者を対象として、実施する。

【事業の成果】
　◇利用状況
　　　　　　　 特定健診（受診率）　　特定保健指導（利用率）
　　　22年度　　7,261人（23.4％）　　171人（19.9％）延336人
　　　23年度　　7,436人（23.8％）　　194人（22.3％）延515人
　　　24年度　　8,533人（26.2％）　　231人（25.8％）延662人(見込み)
　◇委託料
　　　22年度　　23,892,764円
　　　23年度　　30,064,625円
　　　24年度　　37,892,100円

【今後の課題・方向性】
　　今後も被保険者の健康保持増進のために必要な事業を推進する。

※その他財源のその他は、国民健康保険料他8,908 0 

計 38,838 その他 8,908 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 29,930 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款

終予算額 44,094 

0 

区　　分

特定健康診査等事業費

目

61 所　　属　　名

保健事業費

項

本年度決算額 38,838 0 

特定健康診査等事業費

当初予算額 87,160 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 43,066 

H24 事業の概要

国０１０ 項　　目　　名 特定健康診査等事業費

主要な施策 特定健康診査等事業費 ページ
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

住民の健康維持を図るために、引き続き地域医療サービスの提供に努めるには、安定的な医師確保が不可欠であることから、電子
カルテの導入など医師の勤務しやすい環境の整備に努めていく。また、経費削減により経営安定化を目指すため、医薬品調達価格
の引き下げにも取り組んでいく。前年度決算額 34,258 

【問合せ先】佐治町総合支所　市民福祉課　0858-88-0212 
 【９次総の施策体系】3101
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４５(国０１０)
【事業の概要】
　地域医療の確保・充実を目指して医療・保健・福祉の連携が取れた保健医療体制の確立
に重点をおきながら予防対策を積極的に推進し住民の健康づくりに努める。
【事業の成果】
　　佐治診療所（医科）の運営に要する経費
　　　　　　　　　　22年度　　　　　23年度　　 　 　24年度
　年間診療日数　　　　　 215日　　　　　 220日　　　　　 213日
　年間件数　　　　　　 6,076件　　　　 6,453件　　　 　6,803件
　１日平均　　　　　　　28.3件　　　　　29.3件　　　　  31.9件
　診療報酬収入　　72,386,518円    86,053,458円　　82,145,405円
　その他雑入　　　 8,706,860円　　10,281,002円　　 9,608,642円
　その他収入　　　 6,660,229円　　 9,932,550円　　13,281,739円
　　　　収入計　　87,753,607円　 106,267,010円　 105,035,786円
　　　　支出計　　83,233,102円　 100,879,560円　　95,944,394円
　　　　差　額　　 4,520,505円　　 5,387,450円　　 9,091,392円
　※その他雑入は健診、予防接種等
【今後の課題・方向性】
　無医村の状態を平成元年に解消できた医療提供のための事業である。地域の人口減少
はあるものの、高齢化の進展によりますます需要が高まることが想定される。地域の生
活状況に合わせた事業展開や市立病院との連携の強化により、改善を加えながら安定的
な運営を維持する。
※その他財源のその他は、診療収入他33,512 0 

計 33,512 その他 24,191 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 9,202 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 36,006 

120 

区　　分

医科施設管理費

目

62 所　　属　　名

総務費

項

本年度決算額 33,512 0 

一般管理費

当初予算額 38,213 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 2,207 

H24 事業の概要

国０１１ 項　　目　　名 医科運営費

主要な施策 運営費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

住民の健康維持を図るため、疾病の予防、早期発見、治療、リハビリテーションに至る保健事業を幅広く実施する
前年度決算額 8,964 

【問合せ先】佐治町総合支所　市民福祉課　0858-88-0212 
 
【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４６(国０１１)
 
【事業の概要】 
　直営診療施設は、医療の確保を図ることのほか、国保の保健事業の中枢として、医療
と疾病予防の一体的運営に資すること、また、国保の被保険者の健康保持増進に寄与す
るという役割を担っている。具体的には、総合相談事業、在宅訪問看護・指導事 業、精
神障害者のリハビリテーション事業、健康教育・相談事業、地区健康推進リーダー の育
成などの保健事業を実施する。 
 
【事業の成果】 
　　22年度　8,726,969円
　　23年度　8,964,249円
　　24年度　4,658,404円

【今後の課題・方向性】 
　住民の健康維持を図るため、疾病の予防、早期発見、治療、リハビリテーションに至る 
保健事業を幅広く実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2,808 2,808 

計 4,658 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 1,850 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 4,979 

0 

区　　分

医科施設管理費

目

62 所　　属　　名

総務費

項

本年度決算額 4,658 0 

一般管理費

当初予算額 8,996 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 4,017 

H24 事業の概要

国０１２ 項　　目　　名 医科保健事業費

主要な施策 保健事業費 ページ

-402-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

医師の確保・患者数及び収益の増加に努めながら、住民の健康維持を図るため、今後も引き続き地域医療サービスを提供する。
前年度決算額 7,050 

【問合せ先】佐治町総合支所　市民福祉課　0858-88-0212 
 【９次総の施策体系】3101
 【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４６(国０１２)
【事業の概要】
　佐治町内に歯科医院がないため、包括的地域医療体制の確立を図るとともに、口腔衛
生の普及に努め、住民の健康づくりを指導する。
【事業の成果】
　　　　　　　　　　22年度　　　　　23年度　　　　　24年度
　年間診療日数　　　　　 242日　　　　　 254日　　　　　 252日
　年間件数　　　　　　 4,378件　　　　 4,625件　　　　 4,283件
　１日平均　　　　　　　18.1件　　　　　18.2件　　　　　17.0件
　診療報酬収入　　32,680,904円　　32,575,309円　　32,059,349円
　その他雑入　　 　1,146,299円 　　  912,697円　　 1,000,783円
　その他収入　　　 4,200,000円　　 7,753,000円　 　4,047,166円
　　　　収入計　　38,027,203円　  41,241,006円　　37,107,298円
　　　　支出計　　42,049,194円　  39,362,840円　　38,137,760円
　　　　差　額　 △4,021,991円　　 1,878,166円　 △1,030,462円
　※その他雑入は健診等
【今後の課題・方向性】
　医師の確保・患者数及び収益の増加に努めていくことが現在の課題ではあるが、住民
の健康維持を図るため、引き続き地域医療サービスの提供に努めていく。
※その他財源のその他は、診療収入他

5,750 0 

計 5,750 その他 4,749 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 1,001 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 7,019 

0 

区　　分

歯科施設管理費

目

62 所　　属　　名

総務費

項

本年度決算額 5,750 0 

一般管理費

当初予算額 7,898 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 879 

H24 事業の概要

国０１３ 項　　目　　名 歯科運営費

主要な施策 運営費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

地域住民の健康維持を図るため、引き続き保健事業を推進する。
前年度決算額 8,538 

【問合せ先】佐治町総合支所 市民福祉課　0858-88-0212

【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４７(国０１３)

【事業の概要】
　口腔衛生管理に努め、住民の健康維持を図るため、総合相談窓口事業、在宅訪問歯科
指導、地区健康教室、歯科教室、園児・児童・生徒に対する歯科教育、乳幼児・妊婦・
成人・高齢者の歯科相談などを実施する。

【事業の成果】
　　22年度　　8,577,918円
　　23年度　　8,537,890円
　　24年度　　8,369,558円

【今後の課題・方向性】
　住民の健康維持を図るため、引き続き保健事業を推進する。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

3,348 3,348 

計 8,369 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 5,021 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 8,423 

0 

区　　分

歯科施設管理費

目

62 所　　属　　名

総務費

項

本年度決算額 8,369 0 

一般管理費

当初予算額 8,524 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 △ 101 

H24 事業の概要

国０１４ 項　　目　　名 歯科保健事業費

主要な施策 保健事業費 ページ

-403-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

　地域医療の確保と充実、保健・医療・福祉の連携のとれた保健医療体制の確立のため、臨時的に活用できる財源により実施した
ものであり、今後も活用の機会があれば積極的に取り入れる。前年度決算額 7,948 

【問合せ先】佐治町総合支所 市民福祉課　0858-88-0212

【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・なし、１２月補正予算・Ｐ４９（国００３）

【事業の概要】
　地域医療の継続、充実を図るため、電源立地地域対策交付金を活用し、医療器具を購
入する。

【事業の成果】
　
　　平成22年度　なし
    平成23年度　電子内視鏡システム
　　　　　　　　Ｘ線スタンド及びＸ線保持装置
    平成24年度　デジタル画像診断システム

【今後の課題・方向性】
　地域医療の確保と充実、保健・医療・福祉の連携のとれた保健医療体制の確立のため
臨時的に活用できる財源により実施したものであり、今後も活用の機会があれば積極的に
取り入れる。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

0 0 

計 6,825 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 5,798 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 1,027 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 7,119 

0 

区　　分

施設整備費

目

62 所　　属　　名

総務費

項

本年度決算額 6,825 0 

診療施設等整備費

当初予算額 0 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 7,119 

H24 事業の概要

国０１５ 項　　目　　名 電源立地地域対策交付金事業費

主要な施策 電源立地地域対策交付金事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

佐治町国民健康保険診療所（医科）の施設整備に係る起債の元金を償還する
前年度決算額 1,685 

【問合せ先】佐治町総合支所　市民福祉課　0858-88-0212 
 
【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４７（国０１４）
 
【事業の概要】 
　診療所(医科)の施設整備に係る起債の元金償還金 
　 
【事業の成果】 
　起債年月　　　借入金額　内容 
　平成13年1月　7,000千円　内視鏡ビデオ情報システム一式 
　平成17年3月　5,200千円　レントゲン(X線テレビシステム) 
　平成18年3月　1,000千円　自動現像機 
　平成20年3月　1,700千円　施設改修工事(屋内通路、応接・更衣室新設等) 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域医療の維持・向上のための機器購入等に活用した起債の償還について、診療所の健 
全経営を念頭におきながら適正な償還に努めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

386 0 

計 1,288 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 902 諸収入 386 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 1,289 

0 

区　　分

公債費

目

62 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 1,288 0 

元金

当初予算額 1,289 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

国０１６ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

-404-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

佐治町国民健康保険診療所（医科）の施設整備に係る起債に係る利子を償還する
前年度決算額 94 

【問合せ先】佐治町総合支所　市民福祉課　0858-88-0212 
 
【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４８（国０１５）
 
【事業の概要】 
　診療所(医科)の施設整備に係る起債の利子償還金 
 
【事業の成果】 
　診療所(医科)の施設整備に係る起債の利子を償還した。 
　起債年月　　　借入金額　内容 
　平成13年1月　7,000千円　内視鏡ビデオ情報システム一式 
　平成17年3月　5,200千円　レントゲン(X線テレビシステム) 
　平成18年3月　1,000千円　自動現像機 
　平成20年3月　1,700千円　施設改修工事(屋内通路、応接・更衣室新設等)　 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域医療の維持・向上のための機器購入等に活用した起債の償還。診療所の健全経営を 
念頭におきながら適正な償還に努めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

20 0 

計 68 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 48 諸収入 20 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款

終予算額 68 

0 

区　　分

公債費

目

62 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 68 0 

利子

当初予算額 68 

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

国０１７ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

高齢者人口の増加等により、今後における高齢者向けの住宅改修・増改築のニーズは高く、事業継続は必要である。
前年度決算額 2 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４９(高障住００１)

【事業の概要】 
　高齢者の居住環境整備のための増築・改修等が経済的に困難な世帯に対し、低金利で　 
整備資金の貸付を行う。　 
　・貸付対象者　　　　市内に居住し、６０歳以上の高齢者と同居する６０歳未満の家族 
　・対象事業　　　　　高齢者の専用居室等の増改築（新築は対象外） 
　・貸付金額　　　　　５００千円～２，５００千円 
　・貸付利率　　　　　年３．５％以内（財政融資資金の利率により変動） 
　・償還期間、方法　　１０年以内　元利均等半年賦償還（６月・１２月） 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　貸付額　　　件数 
　平成２２年度　　　０千円　　　０件 
　平成２３年度　　　０千円　　　０件 
　平成２４年度　　　０千円　　　０件 
 
【今後の課題・方向性】 
　高齢者人口の増加等により、今後における高齢者向けの住宅改修・増改築のニーズは高
く、事業継続 は必要である。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2 0 

計 2 その他 2 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款

終予算額 50 

0 

区　　分

高齢者住宅整備資金貸付事業費

目

67 所　　属　　名

高齢者住宅整備資金貸付事業費

項

本年度決算額 2 0 

高齢者住宅整備資金貸付事業費

当初予算額 2,550 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 △ 2,500 

H24 事業の概要

高障住００１ 項　　目　　名 高齢者住宅整備資金貸付事業費

主要な施策 高齢者住宅整備資金貸付事業費 ページ

-405-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

返済までに着実に償還を実施していく。
前年度決算額 1,767 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453

【９次総の施策体系】3201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３４９(高障住００２)

【事業の概要】 
　高齢者住宅整備資金貸付事業を行うため、財務省より財政融資資金の借入をしており、 
その元金償還金 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　元　金　　　　　利　子　　　　　　合　計 
　平成２２年度　　２，７９５千円　　１０１千円　　　２，８９６千円 
　平成２３年度　　１，７６７千円　　　６９千円　　　１，８３６千円 
　平成２４年度　　１，５６０千円　　　４９千円　　　１, ６０９千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　返済まで着実に償還を実施していく。 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1,560 0 

計 1,560 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 1,560 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款

終予算額 1,561 

0 

区　　分

公債費

目

67 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 1,560 0 

元金

当初予算額 1,561 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

高障住００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

返済まで着実に償還を実施していく。
前年度決算額 69 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453

【９次総の施策体系】3201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５０(高障住００３)

【事業の概要】 
　高齢者住宅整備資金貸付事業を行うため、財務省より財政融資資金の借入をしており、 
その利子償還金 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　元　金　　　　　利　子　　　　　　合　計 
　平成２２年度　　２，７９５千円　　１０１千円　　　２，８９６千円 
　平成２３年度　　１，７６７千円　　　６９千円　　　１，８３６千円 
　平成２４年度　　１，５６０千円　　　４９千円　　　１，６０９千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　返済まで着実に償還を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

49 0 

計 49 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 49 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款

終予算額 50 

0 

区　　分

公債費

目

67 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 49 0 

利子

当初予算額 120 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 △ 70 

H24 事業の概要

高障住００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

-406-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

高障住００４ 項　　目　　名 障害者住宅整備資金貸付事業費

主要な施策 一般会計へ繰出 ページ

0 

一般会計へ繰出

当初予算額 0 

福祉保健部 
障がい福祉課年度

補正予算額 187 

0 

区　　分

繰出金

目

68 所　　属　　名

諸支出金

項

本年度決算額 187 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款

終予算額 187 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 187 諸収入 0 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

重度障がい者の住宅環境を整備するためには今後も継続する。
前年度決算額 628 

【問合せ先】障がい者福祉係　0857-20-3474

【９次総の施策体系】3201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
    当初予算・Ｐ３５０（高障住００４）

【事業の概要】
　本市に居住する重度の障がい者（身障１級～４級所持者、療育手帳「Ａ｝所持者）又は
その障がい者と同居する親族に対し障がい者の居住環境を整備する資金として融資するも
のであり、その貸付金は１件当たり２，５００千円までとし、返済期限は１０年以内の半
年賦元利均等償還とする。

【事業の成果】
　貸付実績なし。

【今後の課題・方向性】
　住宅改良助成事業の活用により貸付実績が減少している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

0 0 

計 187 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

住００１ 項　　目　　名 事務費

主要な施策 事務費 ページ 70 所　　属　　名

総務部人権政策監 
人権推進課年度

補正予算額 △ 1,203 

予算流・充用額 0 

【問合せ先】同和対策係　0857-20-3141 
 
【９次総の施策体系】2201　 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　　当初予算・P352（住001）

【事業の概要】 
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の回収および起債の償還事務。 
 
【事業の成果】 
　住宅新築資金等貸付金の集金等に係る事務費を賄った。 
　住宅新築資金等貸付金事務費 
　　22年度　3,565千円 
　　23年度　2,924千円 
 　　24年度　2,226千円

【今後の課題・方向性】 
　住宅新築資金等貸付金の円滑な償還に努める。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

H24 事業の概要

3,437 

項

住宅新築資金等貸付事業費

当初予算額

住宅新築資金等貸付事業費

目

　会計名

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 住宅新築資金等貸付事業費

区　　分 決算額 0 

終予算額 2,234 その他財源の内訳

0 

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,226 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,650 

一般財源 576 諸収入

0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の円滑な償還事務に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 2,924 

計 2,226 その他 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

住００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 70 所　　属　　名

総務部人権政策監 
人権推進課年度

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

【問合せ先】同和対策係　0857-20-3141 
 
【９次総の施策体系】2201　 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・P352（住002）

【事業の概要】 
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の起債元金の償還。

【事業の成果】 
　住宅新築資金等貸付金長期借入金元金償還金 
　　22年度　67,350千円 
　　23年度　59,185千円 
 　　24年度　42,229千円

【今後の課題・方向性】 
　貸付金の起債元金の円滑な償還に努める。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
※その他財源のその他は、前年度繰越金。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

H24 事業の概要

42,230 

項

元金

当初予算額

公債費

目

　会計名

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 公債費

区　　分 決算額 0 

終予算額 42,230 その他財源の内訳

36,469 

分担金 0 

0 

本年度決算額 42,229 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,017 

一般財源 841 諸収入

0 

地方債 0 0 

その他 39,371 0 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の起債元金の円滑な償還に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 59,185 

計 42,229 その他 2,902 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

住００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 70 所　　属　　名

総務部人権政策監 
人権推進課年度

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

【問合せ先】同和対策係　0857-20-3141 
 
【９次総の施策体系】2201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・P353（住003）

【事業の概要】
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の起債利子の償還。

【事業の成果】 
　住宅新築資金等貸付金長期借入金利子償還金 
　　22年度　16,288千円 
　　23年度　13,222千円 
　　24年度　10,725千円
 
【今後の課題・方向性】 
　貸付金の起債利子の円滑な償還に努める。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

H24 事業の概要

10,726 

項

利子

当初予算額

公債費

目

　会計名

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 公債費

区　　分 決算額 0 

終予算額 10,726 その他財源の内訳

10,725 

分担金 0 

0 

本年度決算額 10,725 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

一般財源 0 諸収入

0 

地方債 0 0 

その他 10,725 0 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の起債利子の円滑な償還に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 13,222 

計 10,725 その他 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 273,740 その他 0 

（参考） 評価
結果

土地開発基金を設置し確実かつ効率的な運用に努めると共に、基金の有効活用を図る。
前年度決算額 1,431 

0 

その他 273,740 272,675 

一般財源 0 諸収入 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 1,065 

地方債 0 

終予算額 273,748 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 273,740 0 

事務費

当初予算額 1,444 

補正予算額 272,304 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【９次総の施策体系】0202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３５４（土００１）
 
【事業の概要】 
　公用または公共用に供する土地、公共の利益のために取得する必要のある土地等をあ　 
らかじめ取得することにより事業の円滑な執行を図るため、土地開発基金を設置し、そ　 
の運用益金の管理を行う。 
 
【事業の成果】 
　土地開発基金を確実かつ効率的な運用に努めるため繰替運用を行い、基金の有効活用を
図る。 
　 
　○事業の内容・実績（過去３年） 
　　平成２２年度実績　   3,572千円（運用利率0.15％） 
　　平成２３年度実績　   1,431千円（運用利率0.06％） 
　　平成２４年度実績   273,740千円（運用利率0.06％) 
 
【今後の課題・方向性】 
　土地開発基金を設置し確実かつ効率的な運用に努めると共に、基金の有効活用を図る。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

土地取得費特別会計

款 土地取得事業費

項 土地取得事業費

目

土００１ 項　　目　　名 土地取得費事務費

主要な施策 事務費 ページ 72 所　　属　　名

総務部 総務調整監
財産経営課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

墓００１ 項　　目　　名 第二いなば墓苑用地取得費

主要な施策 第二いなば墓苑用地取得費 ページ

0 

墓苑費

当初予算額 14,970 

環境下水道部 
生活環境課年度

補正予算額 5,720 

H24 事業の概要

20,690 

区　　分

墓苑費

目

74 所　　属　　名

墓苑費

項

本年度決算額 20,690 

その他財源の内訳

　会計名

墓苑事業費特別会計

款

終予算額 20,690 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

　使用料収入に即した償還を行う。
前年度決算額 15,500 

【問合せ先】環境衛生係　0857-20-3216

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３５５（墓００１）

【事業の概要】
　使用料収入をもって、債務負担行為により取得した第二いなば墓苑の用地にかかる費用
を償還する。

【事業の成果】
　平成２２年度　５４，１０３千円
　平成２３年度　１５，５００千円
  平成２４年度　２０，６９０千円

【今後の課題・方向性】
　今後も償還を継続する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

20,690 0 

計 20,690 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

墓００２ 項　　目　　名 墓地管理費

主要な施策 墓地管理費 ページ

0 

墓苑費

当初予算額 8,883 

環境下水道部 
生活環境課年度

補正予算額 595 

H24 事業の概要

8,545 

区　　分

墓苑費

目

74 所　　属　　名

墓苑費

項

本年度決算額 8,545 

その他財源の内訳

　会計名

墓苑事業費特別会計

款

終予算額 9,478 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

墓地管理費が、墓苑特別会計に統合されたことに伴い、本事業も墓地管理費（番号1519）に統合し、廃止
前年度決算額 3,304 

【問合せ先】環境衛生係　0857-20-3216

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３５５（墓００２）

【事業の概要】
　市営墓地の適正な維持管理を行うことで、墓石等の保護及び参拝者の安全確保を図って
いる。

【事業の成果】
　現状を把握し、計画的な修繕を行うことにより、参拝者の安全確保を図った。

【今後の課題・方向性】
　毎年度、継続的に樹木を伐採し、良好な景観を維持する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

8,545 0 

計 8,545 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

今後とも介護サービスを利用した要介護１～５の被保険者に対し、約９割を保険給付として支給し、本市の要介護認定者の日常
生活を支えていく。また、事業所の請求内容の調査などを通じて介護給付費の適正化を推進していく。前年度決算額 13,167,575 

【問合せ先】賦課徴収係　0857-20-3452 
【９次総の施策体系】3201 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５６(介００１)、１２月補正予算・Ｐ５０(介００１)
【事業の概要】
　介護保険は、加齢による病気等で介護が必要な人に対して介護サービスを提供する制度
として、国民の共同連帯の理念に基づき平成１２年４月に創設された。介護サービス等諸
費では、介護サービスを利用した要介護１～５の本市被保険者に対して、約９割を保険給
付として支給した。
　①県国保連合会からの一括請求に対して支払を行う。
　　（居宅介護サービス）・訪問介護　・通所介護　など
　　（施設介護サービス）・介護老人福祉施設　など
　　（地域密着型サービス）・小規模多機能型居宅介護 　など
　②被保険者からの申請があった場合には支払を行う。
　　　　・特定福祉用具販売　　・住宅改修費　　・高額介護サービス費
【事業の成果】
　加齢や病気等で常時介護が必要となっても、介護サービスを利用しながら、住み慣れた
地域で安心・安全に生活する仕組みの定着に繋がる。
　＜介護給付費の推移＞
　　平成２２年度　１２，６１７，７１７千円（Ｈ２２．３～Ｈ２３．２利用分）
　　平成２３年度　１３，１６７，５７５千円（Ｈ２３．３～Ｈ２４．２利用分）
　　平成２４年度　１４，０８３，０５３千円（Ｈ２４．３～Ｈ２５．２利用分） 
【今後の課題・方向性】
　今後とも介護サービスを利用した要介護１～５の被保険者に対し、約９割を保険給付と
して支給し、本市の要介護認定者の日常生活を支えていく。また、事業所の請求内容の調
査などを通じて介護給付費の適正化を推進していく。

　※その他財源のその他は介護保険料他　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

6,790,924 112,563 

計 14,083,053 その他 6,666,092 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 5,533,195 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 △ 13,662 

一般財源 1,758,934 諸収入 12,269 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 14,244,328 

0 

区　　分

介護サービス等諸費

目

76 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 14,083,053 0 

介護サービス等諸費

当初予算額 14,048,931 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 209,059 

H24 事業の概要

介００１ 項　　目　　名 介護サービス等諸費

主要な施策 介護サービス等諸費 ページ

-410-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

今後とも介護予防サービスを利用した要支援１～２の被保険者に対し、約９割を保険給付として支給し、本市の要介護認定者の
日常生活を支えていく。また、事業所の請求内容の調査などを通じて介護給付費の適正化を推進していく。前年度決算額 760,911 

【問合せ先】賦課徴収課係　0857-20-3452 
【第９次総の施策体係】3201
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５６(介００２)、１２月補正予算・Ｐ５０(介００２)　　 
【事業の概要】
　介護保険は、加齢による病気等で介護が必要な人に対して介護サービスを提供する制度
として、国民の共同連帯の理念に基づき平成１２年４月に創設された。介護予防サービス
等諸費では、介護予防サービスを利用した要支援１～２の本市被保険者に対して、約９割
を保険給付として支給した。
　①県国保連合会からの一括請求に対して支払を行う。
　　（介護予防サービス費）・介護予防訪問介護　・介護予防通所介護　など
　　（地域密着型介護予防サービス費）・介護予防小規模多機能型居宅介護　など
　②被保険者からの申請があった場合には支払を行う。
　・特定介護予防福祉用具販売　　・介護予防住宅改修費　・高額介護予防サービス費
【事業の成果】
　介護予防サービスを利用し、要介護状態の軽減・悪化防止のための支援や日常生活の
支
援を受けながら、住み慣れた地域で安心・安全に生活する仕組みの定着に繋がる。
　＜介護給付費の推移＞
　　平成２２年度　６９３，１７１千円（Ｈ２２．３～Ｈ２３．２利用分）
　　平成２３年度　７６０，９１１千円（Ｈ２３．３～Ｈ２４．２利用分）
　　平成２４年度　８１８，９０９千円（Ｈ２４．３～Ｈ２５．２利用分） 
【今後の課題・方向性】
　今後とも介護予防サービスを利用した要支援１～２の被保険者に対し、約９割を保険給
付として支給し、本市の要支援認定者の日常生活を支えていく。また、事業所の請求内容
の調査などを通じて介護給付費の適正化を推進していく。

　※その他財源のその他は介護保険料他　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

394,650 6,593 

計 818,909 その他 388,057 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 321,979 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 13,662 

一般財源 102,280 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 818,909 

0 

区　　分

介護予防サービス等諸費

目

76 所　　属　　名

保険給付費

項

本年度決算額 818,909 0 

介護予防サービス等諸費

当初予算額 801,554 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 3,693 

H24 事業の概要

介００２ 項　　目　　名 介護予防サービス等諸費

主要な施策 介護予防サービス等諸費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

事業の効率を上げる必要があるが、目的から介護給付費抑制につながる事業と考えられるため継続すべきものである。

前年度決算額 25,317 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3102 

 【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５７(介００３)

【事業の概要】 
　平成２２年度の地域支援事業実施要綱の改正に伴い、要介護・要支援者を除く介護保険 
第１号被保険者全員に基本チェックリストを実施し、要介護状態等となる恐れが高い高齢 
者を把握する。該当者が、要介護状態等に陥ることなく健康的な生活を在宅で送ることが 
できるよう支援するため、おたっしゃ教室への参加勧奨を行う。 
 
【事業の成果】 
　二次予防事業対象者を把握することにより、介護予防教室等に参加奨励することができ 
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二次予防事業対象者数　　　　 
　　Ｈ２３年度決算額　　 　２５，３１７千円　　　１１，０３８人　 　 
　　Ｈ２４年度決算額　　 　２２，８０４千円　　　１０，０４７人 
 
【今後の課題・方向性】 
　要支援・要介護となる前の虚弱高齢者を早期発見し、介護予防事業の参加に繋げていく 
。また、基本チェックリストの結果をおたっしゃ教室ほか、他の事業への活用ができない 
か検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　※その他財源のその他は介護保険料他
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

11,402 0 

計 22,804 その他 11,402 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8,551 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 △ 2 

一般財源 2,851 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 25,202 

0 

区　　分

介護予防事業費

目

76 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 22,804 0 

二次予防事業費

当初予算額 40,085 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 △ 14,881 

H24 事業の概要

介００３ 項　　目　　名 二次予防事業対象者把握事業費

主要な施策 二次予防事業対象者把握事業費 ページ

-411-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

事業内容を見直して、参加者の増加を図る必要がある。
前年度決算額 24,700 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５７(介００４)
 
【事業の概要】 
　平成１８年介護保険法改正により、地域支援事業の介護予防事業二次予防事業（旧：介 
護予防事業特定高齢者施策）の一環として、通所事業である本事業を開始。 
内容としては 
①看護師等による転倒予防、失禁予防、筋肉向上につながる各種運動の実施　 
②栄養士及び歯科衛生士による食生活栄養相談及び口腔ケア指導 
など 
 
【事業の成果】 
　運動機能等の低下が特に顕著に認められる高齢者（旧：特定高齢者）を対象に、介護予 
防、閉じこもり防止を図るため、参加無料の集団通所型の教室を実施し、健康的に生活が 
送れるよう支援できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　平成２１年度決算額　　　　２０，２８１千円   　参加者　３２４人
　平成２２年度決算額　　　　２４，６７５千円　　参加者 　３０６人
　平成２３年度決算額　　　　２４，７００千円 　　参加者　３７４人
　平成２４年度決算額　　　　３０，９９２千円 　　参加者　５４３人
 
【今後の課題・方向性】 
　事業内容を見直して、参加者の増加を図る必要がある。 
 
　※その他財源のその他は介護保険料他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

15,496 0 

計 30,992 その他 15,496 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,622 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 2 

一般財源 3,874 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 30,992 

0 

区　　分

介護予防事業費

目

76 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 30,992 0 

二次予防事業費

当初予算額 30,990 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

介００４ 項　　目　　名 おたっしゃ教室事業費

主要な施策 通所型介護予防事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

ボランティア登録者の増加を図り、より良い地域社会の形成を推進する。
前年度決算額 0 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５８(介００５)
 
【事業の概要】 
　高齢者が、ボランティア活動を通じて地域貢献や社会参加をすることすることで、元気 
な高齢者が暮らす地域社会を作ることを目的とする。 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　ボランティア登録者　　ボランティア活動登録施設 
　平成２４年度実績　　　２７人　　　　　　　　６７ヵ所 
 
【今後の課題・方向性】 
　ボランティア登録者の増加を図り、より良い地域社会の形成を図っていく。　　　　　 
　
　※その他財源のその他は介護保険料他
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

133 0 

計 267 その他 133 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 100 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 34 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 484 

0 

区　　分

介護予防事業費

目

76 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 267 0 

一次予防事業費

当初予算額 484 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

介００５ 項　　目　　名 介護支援ボランティア事業費

主要な施策 地域介護予防活動支援事業費 ページ

-412-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

高齢者ができるだけ住み慣れた地域で生活していくことを支援するため、今後とも実施していく。
前年度決算額 17,962 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５８(介００６)

【事業の概要】 
　調理が困難な在宅高齢者に対し、栄養バランスのとれた食事を提供するとともに安　　 
否確認を行い、地域の中で健康で自立した生活を送ることができるよう支援する。 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　利用者数　延利用食数 
　平成21年度　　　186人　　20,574食 
　平成22年度　　　174人　　19,714食 
　平成23年度　　　162人　　18,168食 
　平成24年度　　　138人　　15,746食 
 
【今後の課題・方向性】 
　高齢者ができるだけ住み慣れた地域で生活していくことを支援するため、今後とも実施
していく。 
　
　※その他財源のその他は介護保険料　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

9,274 0 

計 15,502 その他 1,655 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,671 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 1,557 諸収入 7,619 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 16,486 

0 

区　　分

任意事業費

目

77 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 15,502 0 

その他事業費

当初予算額 28,767 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 △ 12,281 

H24 事業の概要

介００６ 項　　目　　名 配食サービス事業費（一般高齢者分）

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

平成24年度において、当該事業に関するアンケート調査等による効果検証を行い、一定以上の効果があった。そのため、平成25
年度からは、当該事業を実証実施から本格実施としたところである。前年度決算額 12,233 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3201 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５９(介００７) 

【事業の概要】 
　高齢者のバス利用促進により、バス路線維持とバス利用の活性化を図るとともに、閉じ 
こもり予防と積極的な社会参加を促進するため、路線バスの高齢者用フリーパス（架け橋 
、シルバー悠遊、グランド７０、因幡）の購入費用の一部を助成する。 
 
【事業の成果】 
　平成23年度実績　回数券販売数　8,918冊 
　　　　　　　　　定期券販売数　1,296冊 
　平成24年度実績　定期券販売数　1,886冊 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成25年度からは、当該事業を実証実施から本格実施としたところである。
 
　
　※その他財源のその他は介護保険料他
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2,241 0 

計 10,404 その他 2,241 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,131 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 2,032 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 12,561 

0 

区　　分

任意事業費

目

77 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 10,404 0 

その他事業費

当初予算額 9,804 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 2,757 

H24 事業の概要

介００７ 項　　目　　名 高齢者等バス運賃優待助成事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ

-413-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

ひとり暮らし高齢者等の在宅生活の継続のためには必要な事業であるため、今後も効率化等を検討しながら実施していく。
前年度決算額 0 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【９次総の施策体系】3201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３６０(介００９)

【事業の概要】 
　ひとり暮らし高齢者等に対し、急病等による通報に随時（２４時間・３６５日）対応す 
るための体制を整備し、緊急事態の対応と不安軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　設置数 
　平成２１年度実績　　１５，５５７千円　　６８８台 
　平成２２年度実績　　１４，３５９千円　　５８５台 
　平成２３年度実績　　１３，０６５千円　　６３９台 
　平成２４年度実績　　１２，５０５千円　　５１５台 
 
  ※平成２３年度までは一般会計で実施。
 
【今後の課題・方向性】 
　ひとり暮らし高齢者等の在宅生活の継続のためには必要な事業であるため、今後も効率 
化等を検討しながら実施していく。　　　　 
　
　※その他財源のその他は介護保険料
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

4,022 0 

計 12,505 その他 2,254 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,360 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 2,123 諸収入 1,768 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 12,989 

0 

区　　分

任意事業費

目

77 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 12,505 0 

その他事業費

当初予算額 13,997 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 △ 1,008 

H24 事業の概要

介００８ 項　　目　　名 あんしん見守り事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

高齢化の進展や路線バス等の公共交通機関の減少を踏まえ、制度を引き続き実施していく必要がある。
前年度決算額 500 

【問合せ先】高齢者福祉係　0857-20-3453 
 
【第９次総の施策体系】3201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３５９(介００８)

【事業の概要】　 
　地域の要介護高齢者や身体障がい者等を対象に福祉有償運送を行う法人に対して、その 
運営費の一部を補助することにより、福祉有償運送の安定的な供給及び地域福祉の向上を 
図る。 
　・補助対象者　　福祉有償運送実施団体のうち、地域の不特定多数の要介護高齢者や　 
　　　　　　　　　障害者等を一定数以上運送する団体 
　・補助対象経費　車両整備点検費用、自動車保険料、講習経費、標章作成経費等 
　・補助上限額　　登録者数や交付回数により異なる。 
　　　　　　　　（１事務所あたり６０～１０万円） 
　　　　　　　　　＊対象経費毎にも個別に上限額あり。 
 
【事業の成果】 
　　　　平成２２年度決算額　　継続：３事業所 
　　　　平成２３年度決算額　　継続：３事業所 
　　　　平成２４年度決算額　　新規：１事業所、継続：３事業所 
 
【今後の課題・方向性】 
　公共交通機関の減少・高齢者数の増加は、顕著であり、地域の要介護高齢者や身体障が 
い者等を同制度の維持は必要と考える。 
　
　※その他財源のその他は介護保険料
 

189 0 

計 900 その他 189 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 533 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 178 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 1,500 

0 

区　　分

任意事業費

目

77 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 900 0 

その他事業費

当初予算額 1,500 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

介００９ 項　　目　　名 福祉有償運送促進補助金

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ

-414-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

他の福祉サービスとの連携を図れるよう事業の在り方を検討していく。
前年度決算額 12,737 

【問合せ先】予防係　0857-20-3191 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３６０（介０１０）

【事業の概要】 
　高齢者の生きがいと社会参加を促進し、家に閉じこもりがちな１人暮らしの老人等に対 し
て各種サービスを提供する事により、孤立感の解消及び自立生活の助長、介護予防に資 する
事を目的とし、市町村合併以前から各市町村で実施されており、合併後においてもそ れぞれ
の地域の特色を生かしたふれあいデイサービス事業として現在に至っている。高齢 者の孤立
感の解消や、自立に資する事業として市民ニーズの高い事業として取り組んでいる。 
 
【事業の成果】 
　住宅の虚弱体質の心身機能の維持向上と、要介護状態への進行防止に資することができた。
　・実施方法　　　鳥取市社会福祉協議会へ委託
　・サービス内容　生活指導、健康チェック、講話、創作活動、レクリェーション等
　　平成22年度　開催回数823回　参加者 9,501人　決算額13,031,788円
　　平成23年度　開催回数808回　参加者 9,121人　決算額12,737,348円
　　平成24年度　開催回数871回　参加者10,375人　決算額12,846,848円
 
【今後の課題・方向性】 
　高齢化社会の進展とともに、1人暮らしの高齢者などに対応する福祉サービスは今後ま 
すます重要度が増してくると考えられ、地域の各種団体の協力のもと継続実施を行うとと 
もに、より効果的な事業の在り方について検討を続けていく。

※その他財源のその他は介護保険料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2,697 0 

計 12,847 その他 2,697 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 7,612 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 2,538 諸収入 0 

分担金 0 

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

介護保険費特別会計

款

終予算額 13,136 

0 

区　　分

任意事業費

目

77 所　　属　　名

地域支援事業費

項

本年度決算額 12,847 0 

その他事業費

当初予算額 13,136 

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度

補正予算額 0 

介０１０ 項　　目　　名 ふれあいデイサービス事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 672 その他 0 

（参考） 評価
結果

　独立法人森林総合研究所の分収造林事業（水源林造林事業）を活用して森林造林事業を実施した財産区について、分収造林契約
に基づき干ばつなどの保育事業を実施し、水源林の機能維持と森林の付加価値を向上させる。前年度決算額 0 

0 

その他 672 0 

一般財源 0 諸収入 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

終予算額 672 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 672 672 

用瀬町川中樟原財産区造林費

当初予算額 0 

補正予算額 672 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【９次総の施策体系】0202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　９月補正予算・Ｐ４（財００１）
 
【事業の概要】 
　旧用瀬町時代に旧森林開発公団（現独立法人森林総合研究所）の分収造林事業（水源林 
事業）を活用して森林造林事業を実施した財産区有林について、分収造林契約に基づき間 
伐などの防災・保育事業を実施する。 
 
【事業の成果】 
　独立法人森林総合研究所の分収造林事業（水源林造林事業）を活用して森林造林事業を 
実施して財産区有林について、分収造林契約に基づき間伐などの防災・保育事業を実施し 
、水源林の機能維持と森林の付加価値を向上させた。
　実施事業・防災・保育間伐　7.02ha 
 
【今後の課題・方向性】 
　独立法人森林総合研究所の分収造林事業（水源林造林事業）を活用して森林造林事業を 
実施した財産区について、分収造林契約に基づき干ばつなどの保育事業を実施し、水源林 
の機能維持と森林の付加価値を向上させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

財産区管理事業費特別会計

款 分収造林事業費

項 森林総合研究所造林費

目

財００１ 項　　目　　名 用瀬町川中樟原財産区造林費

主要な施策 用瀬町川中樟原財産区造林費 ページ 79 所　　属　　名

総務部 
財産経営課年度

-415-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,408 その他 0 

（参考） 評価
結果

　国府町宇部野財産区住民の福祉の増進に資するため、定期券購入費の助成をすることにより、保護者の負担を軽減し、義務教育
の円滑な運営を図っていく。前年度決算額 3,624 

0 

その他 3,408 0 

一般財源 0 諸収入 3,408 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

終予算額 3,594 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,408 0 

一般管理費

当初予算額 4,061 

補正予算額 △ 467 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【９次総の施策体系】0202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３６１（財００１）
 
【事業の概要】 
　合併前から国府町では、遠距離通学生の家庭に対し宇倍野財産区が所有している日ノ　 
丸自動車株券（185,000株）を活用して、国府町地区内の小・中・高校生に、定期券等 
の購入費の助成を実施し、保護者の負担を軽減する。 
 
【事業の成果】 
　国府町宇倍野財産区住民の福祉の増進に資するため、国府町の遠距離の児童及び生徒　 
の保護者に対し、定期券購入費の助成をすることにより、保護者の負担を軽減し、義務　 
教育の円滑な運営を図ることを目的としている。 
　※助成率 
　　①小・中学生　市教委遠距離通学対象地区　　保護者負担の１０％ 
　　　　　　　　　市教委遠距離通学対象外地区　保護者負担の３０％ 
　　②高校生　　　大茅・成器地区　１０％ 
　　　　　　　　　宇倍野地区　　　１６％ 
 　○事業の内容・実績（過去３年） 
　　平成２２年度実績　３，９０７千円　　定期券実績　２３０件 
　　平成２３年度実績　３，６２４千円　　定期券実績　２１２件 
　　平成２４年度実績　３，４０８千円　　定期券実績　２１９件
 
【今後の課題・方向性】 
　国府町宇部野財産区住民の福祉の増進に資するため、定期券購入費の助成をすること　 
により、保護者の負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図っていく。　　　　　　　　 

財産区管理事業費特別会計

款 総務費

項 総務管理費

目

財００２ 項　　目　　名 一般管理事務費（国府）

主要な施策 一般管理事務費 ページ 79 所　　属　　名

総務部 
財産経営課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

温泉の供給が安定して図られることが第一であり、事業の成果はあった。
前年度決算額 19,850 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227 
 
【９次総の施策体系】5201 
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ363(温００１)、２月補正予算・Ｐ95(温００１)
　
【事業の概要】 
　浜村温泉、鹿野温泉の安定した温泉供給を図るため、配湯施設の維持管理等を適正に行
う。 
 
【事業の成果】 
　・浜村温泉、鹿野温泉の各温泉施設の電気料金・電線回線使用料等の支払い及び温泉配
　 　湯施設の点検、調整業務を行い必要な消耗品の取替・修繕事務を行った。 
　・鹿野温泉監視システムの改修業務を行った。 
　・温泉使用料の納付書作成・送付を行い、収納事務を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　・安定した温泉供給を図るため、不測の事態を想定した修繕の経費を予め確保するな
　　ど、柔軟な対応が望まれる。
 　・毎年度徴収事務を適切に行うことが重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

16,819 0 

計 16,819 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 100 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

温泉事業費特別会計

款

終予算額 16,848 

15,244 

区　　分

温泉事業費

目

81 所　　属　　名

温泉事業費

項

本年度決算額 16,819 1,575 

温泉管理費

当初予算額 17,607 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 △ 859 

H24 事業の概要

温００１ 項　　目　　名 維持管理費

主要な施策 維持管理費 ページ

-416-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

償還計画に基づき償還を進めることが出来ている。
前年度決算額 27,851 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ363(温００２)
 
【事業の概要】 
　鹿野温泉の温泉集中管理施設整備に使用した温泉施設整備事業債の償還元金。 
（平成３６年度で完済） 
 
【事業の成果】 
　平成22年度　５３，２１７千円 
　平成23年度　２７，８５１千円 
　平成24年度　２１，７８６千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も引き続き償還計画に基づき償還を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

21,786 0 

計 21,786 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

温泉事業費特別会計

款

終予算額 21,786 

21,786 

区　　分

公債費

目

81 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 21,786 0 

元金

当初予算額 21,786 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

温００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

（参考） 評価
結果

償還計画に基づき償還を進めることが出来ている。
前年度決算額 2,169 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ364(温００３)
 
【事業の概要】 
　鹿野温泉の温泉集中管理施設整備のため使用した温泉施設整備事業債の利息。 
　（平成３６年度で完済） 
 
【事業の成果】 
　平成22年度　２，５９４千円 
　平成23年度　２，１７０千円 
　平成24年度　１，８６４千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も引き続き償還計画に基づき償還を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1,864 0 

計 1,864 その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

その他財源の内訳

　会計名

温泉事業費特別会計

款

終予算額 1,864 

1,864 

区　　分

公債費

目

81 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 1,864 0 

利子

当初予算額 1,864 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

温００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

-417-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００１ 項　　目　　名 温泉施設管理費

主要な施策 温泉施設管理費 ページ

0 

温泉施設管理費

当初予算額 136 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 4,004 

H24 事業の概要

0 

区　　分

観光施設事業費

目

83 所　　属　　名

観光施設費

項

本年度決算額 4,071 

その他財源の内訳

　会計名

観光施設運営事業費特別会計

款

終予算額 4,140 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 2,445 諸収入 1,626 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

各施設の目的を目指した運営が見られ今後も更なる利用者の増加につなげる。
前年度決算額 293 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ365(観００１)、９月補正予算・Ｐ5(観００１)
 
【事業の概要】 
　＜浜村温泉館＞ 
　　浜村温泉の民間施設「ゆったり館」を平成１４年度に気高町が取得、必要な施設改修を行い、
　平成１５年度から町営として開館。平成１６年度から指定管理者制度へ移行。 
　（指定管理者：特定非営利活動法人気多の櫂）
　＜国民宿舎山紫苑＞ 
　　山紫苑は住民の福祉の向上及び健康の増進を図るとともに、観光客の利便性及びその保健休養
　に資することを目的に、昭和４７年度設立された宿泊型温泉施設。平成６年度 に施設を増床（新
　館）。平成１６年１１月から指定管理者制度へ移行。（指定管理者：株式会社ふるさと鹿野）
　＜しかの温泉館＞ 
　　しかの温泉館「ホットピア鹿野」は住民の保養と観光事業の振興に寄与することを目的に平成
　５年度設立された日帰り型温泉浴場施設。平成１６年１１月から指定管理者制度へ移行。 
　（指定管理者：株式会社ふるさと鹿野）
３施設とも指定管理者制度導入と指名指定により、民間管理による経費縮減と地域振興を
図るととも、市民の保養と観光振興を目指す。 
 
【事業の成果】 
　浜村温泉館　　　　22年　60,749人　23年　61,559人　24年　59,530人 
　国民宿舎山紫苑　　22年　34,283人　23年　32,194人　24年　32,609人 
　しかの温泉館　　　22年　92,541人　23年　89,671人　24年　91,783人 
 
【今後の課題・方向性】 
　更なる利用者の増加につなげる施策が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1,626 0 

計 4,071 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

0 

元金

当初予算額 63,742 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

0 

区　　分

公債費

目

83 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 63,742 

その他財源の内訳

　会計名

観光施設運営事業費特別会計

款

終予算額 63,742 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 48,742 諸収入 15,000 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

償還計画に基づき、償還を進めていくことが出来ている。
前年度決算額 61,637 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ365(観００２)
 
【事業の概要】 
　山紫苑、浜村温泉館の増改築施設整備事業に使用した事業債償還元金。 
　①山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成５年借入分：平成２５年度完済） 
　②山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成６年借入分：平成２６年度完済） 
　③浜村温泉館改築事業債（平成１５年借入：平成２８年度完済） 
　④浜村温泉館改築事業債（平成１６年借入：平成２８年度完済） 
 
【事業の成果】 
　平成22年度　５９，６１４千円 
　平成23年度　６１，６３８千円 
　平成24年度　６３，７４２千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も償還計画に基づき、償還を進めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

15,000 0 

計 63,742 

-418-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

0 

利子

当初予算額 5,096 

経済観光部 
観光コンベンション推進課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

0 

区　　分

公債費

目

83 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 5,095 

その他財源の内訳

　会計名

観光施設運営事業費特別会計

款

終予算額 5,096 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 5,095 諸収入 0 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

償還計画に基づき、償還を進めていくことが出来ている。
前年度決算額 7,331 

【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201
　
【予算計上の経過】予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ366(観００３)
 
【事業の概要】 
　山紫苑、浜村温泉館の増改築施設整備事業に使用した事業債償還利息。 
　①山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成５年借入分：平成２５年度完済） 
　②山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成６年借入分：平成２６年度完済） 
　③浜村温泉館改築事業債（平成１５年借入：平成２８年度完済） 
　④浜村温泉館改築事業債（平成１６年借入：平成２８年度完済） 
 
【事業の成果】 
　平成21年度　１１，５３４千円 
　平成22年度　　９，４６８千円 
　平成23年度　　７，３１１千円 
　平成24年度　　５，０９５千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も引き続き償還計画に基づき償還を進めていく。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

0 0 

計 5,095 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介老００１ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ

0 

元金

当初予算額 48,188 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

0 

区　　分

公債費

目

85 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 48,188 

その他財源の内訳

　会計名

介護老人保健施設事業費特別会計

款

終予算額 48,188 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 8,188 諸収入 40,000 

分担金 0 

その他 0 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

今後も適切に償還事業を実施していく。
前年度決算額 45,643 

【問合せ先】高齢者企画係　0857-20-3451 
 
【９次総の施策体系】0202 

【予算計上の経過】
予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３６７(介老００１)

【事業の内容】 
　　介護老人保健施設やすらぎ（平成１８年度指定管理者制度導入）の 
　長期借入金元金償還金 
　　平成１９年度　３６，７３９千円 
　　平成２０年度　３８，７８７千円 
　　平成２１年度　４０，９５０千円 
　　平成２２年度　４３，２３３千円 
　　平成２３年度　４５，６４３千円 
　　平成２４年度　４８，１８８千円 
　市債残高の推移 
　　平成１６年度　８９５，７４１千円 
　　平成１７年度　８６２，７８１千円 
　　平成１８年度　８２７，９８３千円 
　　平成１９年度　７９１，２４５千円 
　　平成２０年度　７５２，４５８千円 
　　平成２１年度　７１１，５１０千円 
　　平成２２年度　６６８，２７７千円 
　　平成２３年度　６２２，６３４千円 
　　平成２４年度　５７４，４４６千円 
　　※その他財源は諸収入（起債償還負担金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

40,000 0 

計 48,188 

-419-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介老００２ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ

0 

利子

当初予算額 33,592 

福祉保健部 
高齢社会課年度

補正予算額 0 

H24 事業の概要

0 

区　　分

公債費

目

85 所　　属　　名

公債費

項

本年度決算額 33,591 

その他財源の内訳

　会計名

介護老人保健施設事業費特別会計

款

終予算額 33,592 

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 33,554 諸収入 0 

分担金 0 

その他 0 

決算額 37 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

今後も適切に償還事業を実施していく。
前年度決算額 36,136 

【問合せ先】高齢者企画係　0857-20-3451 
 
【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３６７(介老００２)
  
【事業の内容】 
　介護老人保健施設やすらぎ（平成１８年度指定管理者制度導入）の 
　長期借入金利子償還金 
　　平成１９年度　４５，０４１千円 
　　平成２０年度　４２，９９３千円 
　　平成２１年度　４０，８３０千円 
　　平成２２年度　３８，５４７千円 
　　平成２３年度　３６，１３６千円 
　　平成２４年度　３３，５９１千円 
　市債残高の推移 
　　平成１６年度　８９５，７４１千円 
　　平成１７年度　８６２，７８１千円 
　　平成１８年度　８２７，９８３千円 
　　平成１９年度　７９１，２４５千円 
　　平成２０年度　７５２，４５８千円 
　　平成２１年度　７１１，５１０千円 
　　平成２２年度　６６８，２７７千円 
　　平成２３年度　６２２，６３４千円 
　　平成２４年度　５７４，４４６千円 
　※その他財源は使用料及び手数料（診断書作成手数料） 
　　Ｈ２４年度実績　１，０５０円×３５件＝３６，７５０円　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

37 0 

計 33,591 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福祉保健部 
保険年金課年度

補正予算額 25,102 

後００１ 項　　目　　名 後期高齢者医療広域連合納付金

主要な施策 後期高齢者医療広域連合納付金 ページ 87 所　　属　　名

後期高齢者医療広域連合納付金

項

本年度決算額 1,748,200 0 

後期高齢者医療広域連合納付金

当初予算額 1,738,240 

終予算額 1,763,342 

0 

区　　分

後期高齢者医療広域連合納付金

目

H24 事業の概要

その他財源の内訳

　会計名

後期高齢者医療費特別会計

款

0 

その他

予算流・充用額 0 

一般財源 378,931 諸収入 295 

分担金 0 

その他 1,368,975 

決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

（参考） 評価
結果

鳥取県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療に要する費用に充てるため応分の負担金を納付する。
前年度決算額 1,717,005 

【問合せ先】長寿医療係　0857-20-3487 
【９次総の施策体系】3202 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ３６８（後００１）
 
【事業の概要】 
　急速な少子高齢化、医療費の増加など大きな環境変化に対応し、将来にわたり国民皆保 
険制度を堅持していくため、75歳以上の後期高齢者等を対象に独立した医療制度「後期高 
齢者医療制度」が平成20年度に創設された。 
　鳥取県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療に要する費用に充てるため、広域 
連合に対し、繰入金及び保険料等徴収金を納付するもの。 
 
【事業の成果】 
（１）保険料等負担金 
　　　　平成22年度　1,320,522,511円 
　　　　平成23年度　1,340,981,684円 
　　　　平成24年度　1,363,226,421円 
（２）保険料等負担金（保険基盤安定） 
　　　　平成22年度　　367,073,091円 
　　　　平成23年度　　376,023,372円 
　　　　平成24年度　　384,973,705円 
 
【今後の課題・方向性】 
　鳥取県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療に要する費用に充てるため応分の 
負担金を納付する。

※その他財源のその他は、後期高齢者医療保険料他
 

1,369,269 0 

計 1,748,200 

-420-


